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概要　1）人胎盤 よ り人腎 （糸球体基底膜）由来 の 腎炎惹起性糖蛋 白と同様 の 物質 の 抽出に成功 し た．抽
出 に 用 い た手段 は，腎よ り抽出す る場合 と同様に ，mesh 操作 で 終末絨毛 を得 ， 更 に 超音波処理 して絨毛
基底膜を分離 し ， 次い で ， F リ プ シ ン 酵素消化で 可溶化 し ， 更に 可溶化試料 を プ ロ ナ ーゼ 酵素消化 した．
　2）人腎由来 の 腎炎惹起性糖蛋 白， 並 び に，今回胎盤 よ り抽出 した 物質，各 々 に 対す る 両 抗 血 清を用 い

て
， Ouchterlony法 に よる gel 内 ：重拡散法を行つ た 結果 ， 人 腎由来 の 腎炎惹起性糖蛋白，並 び に 胎盤 よ

り抽出 し た物質 と の 間 に 唯
一

本 の 共通の 沈降線 が 形成 され た ．

　3）今回 胎盤 よ り抽出 し た 物質の 糖組成，並 びに ア ミ ノ 酸組成に つ い て 調 べ た 結果，糖組成 で は グ ル

コ
ー

ス を多 く含む こ と が判 明 し ， ま た ア ミ ノ 酸組成 で は
，

コ ラーゲ ン 成分を欠 くL
’

と が判明 した。
　4）絨毛基底膜を ト リ プ シ ソ 酵素消化し可溶化 され た サ ン プ ル ，並び に 更に ト リ プ シ ソ 可溶化 サ ン プ ル

を プ 卩 ナ ーゼ で 消化を進 め た サ ン プ ル の 両者を Bio −Gel　P200 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

を用 い て分画
し た結果，人腎由来 の 腎炎惹起性糖蛋白活性 は void 分画 に 存在 し た．

Sy・・P・iS　 I・ ・ u ・ exp ・・iment・・w ・ ・ucceed ・d　i・ ・bt・i・i・g，　f・。m 　h・m ・n　place・ t・ ・ sub ・tance　c。mp 。，ab1 ，　t。
human　renal 　nephritogenic 　glycoprote 三n 　pτepar εd　from　GBM （glome　nu．lar　basement　membrane ）．

　The 　procedure　was 　quite　similar 　to　that　for　preparation　from 　the　kidney．　 At 丘rst ，　plaqental　term 三nal 　villi

we 「e　
i・・1・t・d　by　the　s・ ccessive 　use 。f・th・ee　m ・t・1・ieves・Then　t・・ph・bl・・t　b・・em ・fit・m ・mb 士an ・， （T ．BM ）

were
　isolated　from　placental　te  inal　villi　by　ultrasonic 　disruptio血 Finally　TrBM 　were 　made 　soluble 　by

trypsin　digestion，　after 　w 耳ich　they　were 　further　digested　by　pronaSe．

　Ouchterlony　gel　diffusion　demonstrated　the　existence 　of　a　common 　precipitin 　Iine　between　ant 董serum 　to
h・ man ・en ・1　neph ・三t・ 9・・1・ gly・・P・・t・i・ P・epa ・ed 　f・・m 　G8M 　and 　antise ・um 　t・ th・ ・amPl 。　p，ep 。，ed ・f，。 m
h・m ・n 　placent・I　T ・BM

・ and 　h・man 　re ・ al ・・ph・it・9・・i・ gly・・P・・t・i・ p ・epared 　f・・m 　GBM 　and 　the　sampi 。

prepared　from　human 　placental　TrBM ．

　The　lnonosaccharide 　composition 　of 　the　sample 　prepared　from　human　placental　TrBM 　was 　rich 　in
91・ c・・e （gl・… e・9・lact・・e ・ nd 　m ・nn ・・id・ i・・th・ ・ati・ ・f　1．00・O．74・ユ1．00）， ・・d　the　ami ・。　acid 。。mp 。、iti。。

of　the　sample 　contained 　no 　co1互agenous 　components ．
As　a 「e ・ult ・f　f・a ・t三・nati… fth・ ・ampl ・ p・ep ・・ed ・f・・m ・h・man ・placent・1・T ・BM・by・Bi・ G ・I　P200、。1。 m 。

chromatography ，　the　activ 三ty　of 　renal 　nephritogenic 　glycoprotein　was 　found輌 thin　the　void 　fraction．
Key

　
w ・rds ・ Pla・e・t・a °T ・・ph ・bl・・t　b・・ement ・m ・mb ・a ・ e ・N ・ph・it69・ni・ gly・・P・・t・i・ ・Kidney・T 。x，血i。

　　　　　　　　　 緒　　言

　妊娠中毒症の 病 因は 未だ不 明 で ある．し か し
，

そ の 主 病変 は 腎に あ り， 又
， 高血 圧 ， 浮腫 ， 蛋 白

尿 とい つ た主症状 も腎の 機能障害 と密接 に関係し

て い る．今回 ， 我 々 は ，腎障書 と妊娠中毒症 の 関

連と い う見地 か ら， 柴田 らが発見 した腎由来の 腎
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炎惹起性糖蛋 白
10 ）に 注 目した ．本物質 は 腎糸球体

基底膜を酵素消化 で 可溶化 し更に 精製 した物質で

あ り，動物実験で 慢性腎炎，萎縮腎に 進行す る腎

炎を 惹 ぎ起 こす こ とが 判明 して い る
1°）．又 ，本物質

は ， 腎 の み な らず ， 肺 ， 大動脈 ， 肝等の 他臓器 に

も広 く分布する こ とが知 られて お り
” ）

，
1
さ らに本

物質は ， S．L ．E ．
， 膜性腎炎等の 腎疾患 を もつ 患者 の

尿中に も存在す る こ と も知 られ て い る
L3）14 ）．ま た ，

本物質は
，

ラ ッ ト ， イ ヌ
，

ヒ ト等種差を 超え存在

し て い る こ とも判 明 し て い る
12）．今回，我 々 は

， 人

腎 由来の 腎炎惹起性糖 蛋白 と同様の 物質を胎盤 よ

り抽出す る こ とを試 み 成功 した の で こ こ に報告す

る．

　　　　　　　　　 実験方法

　 1）終末絨毛 の 分離

　実験材料 と し て ヒ ト妊娠満期分娩直後の 正 常胎

盤 を用 い た．最初に 胎盤か ら脱落膜，卵膜， 臍帯

を除 ぎ絨毛組織 の み と し た ．次 に こ の 絨毛組織を

2〜3cm の 細 片に し
， 生理的食塩水中で 数回洗滌

して 血 液を 除去 し た 後 ， Gang 　et　aL6 ）
の 変法を用

い metal 　mesh で濾過 し た ．す なわ ち最初は No ．

80
， 次い で No ．200の metal 　mesh で 生理的食塩

水 を用 い なが ら濾過 し た 。さ ら に こ の 濾液を No ．

325 の metal 　mesh を用 い て
， 濾過 した．　mesh 上

に 残 つ た 終末絨毛を 集め て 生理 的食塩 水に 懸濁

し ，
1，500r．p．m ．15分間遠心 し た 。遠心 後， 沈渣を

再び生 理 的食塩水に 懸濁 し，1，500r．p．m ．15分間の

遠心 の 操作を 5回 くり返 し上清が清澄 に な る よ う

に した．

　 2）絨毛基底膜の 分離

　実験方法 1）で 得た 終末絨毛分画 を生理 的食塩

水に懸濁 し
，
Sonic　Oscillator（久保 田 KMS 　250）

を 用 い 超音波処理 を行つ た ．超音波処理 最大出力

（150w，
100v）の 条件で 基底膜 と細胞成分の 分離 を

試み た。ま た 超音波処理 を行 い つ つ 検鏡 して 細胞

成分が破壊 され て ， 基底膜 が帯状に 解 き ほ ぐさ れ

て くる状態を確認 し た 。超音波処理 に 要する時間

は
， 用 い る終末絨毛の 量 と濃度 に よ り，異な るが

今回の 条件 は約 5 分間で あつ た．

　 次い で ， 超音波処理 後懸濁状 と な つ た 試料 を遠

心 管 に 移 し，5，000r．p．m ．15分間遠心 した．基底膜

L ．

図 ユ　絨 毛基 底膜 の 分 離法

Human 　Placenta （Villi）
　 　 ↓

Metal　Mesh

No ．80，　 No．200，　 No ．325
　 　 ↓

Centrifugation　l，500　r．p．m ．
15min 　 5　times

　 　 ↓
Precipitate（Terminal 　Villi）

　 　 ↓

撫：∴ 」

L ．．

図 2　 絨 毛基 底膜 の 司 溶化法

Trypsin　Digestion

3hours　ph 　82

  ユ Na 　Borate　Buffer
　 　 ↓

Ultracentrifugatien

27．000rp．m ．35　min

Supernatant
　 　 ↓

Dialysls　3　days

（V 孟sklng 　Dialysis　Tubc）

　 　 ↓
Lyophllized ［TrBM 　TR （3）〕 」

は 沈溘分画 とし て 得られ た．再 び生理 的食塩水に

懸濁 し ， 5，000r．p．m ．15分間遠心操作を 5 回程繰 り

返 し た （図 1 ），

　3）絨毛基底膜の 可 溶化

　実験方法 2）で得た絨毛基底膜は短時間酵 素消

化を行つ て可 溶化を行 つ た （図 2 ），

　絨毛基底膜 を生理 食塩水 に 懸濁 し て か ら0．1M

sedium 　borateを用 い
，
　 pH を8．2に 調整 した 。湿

重 量 10gの 絨 毛 基 底 膜 に 対 し て crystalline

trypsin （Sigma 　chemical 　Co．　St．　Louis　Mo ．　type

III）50mg を加 え37℃ ， 3時間消化 した．　 pH は 30

分毎 に 0．1M 　sodium 　borateを加 えて 8．2に 調 整

した。trypsin消化後 ， 60℃ の 水浴中で 30分間非働

化し
， 水冷後，27，000r．p．m ．35分間の 超遠心 を行 つ

た。得 られ た遠沈上 清分画を採取 し て
，
Visking

cellulose 　tubeに 移 し72時間透析を行つ た．透析後
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図 3　 可 溶 化 絨毛 基底膜 の 精製

「 ・

謙鷙 謌繼 ，

…
一

　 　 　 　 　 　 ↓

　 　 　　 Ultracentrifugation

　 　 　　 27，000r，p．m ．35　min
　 　 　 　 　 　 ↓

　 　 　　 Supernatant　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
　　　　　　 ↓　　　　　　　　　　　　　　　　

；

　　　　Dia弖ysis　3　days 〔Visking　Dialysis　Tube）
　 　 　 　 　 　 ↓

　　　　Lyophilized〔TrBM 　TR （3）Pr （72）〕
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r
　 　 2）　Zone　Electrophoresis

　 　 　 　 Con　A　a 撮nity 　Column

　　　　驪攤   　　」
試料 を凍結乾燥し ， す なわ ち可溶化された 絨毛基

底膜 （以下，TrBM 　TR （3）とす る ）が 得られた ．

　 4）可 溶化絨毛基底膜 （TrBM 　TR （3））の 精製

　 a）TrBM 　TR （3） の プ P ナ ー
ゼ 消化

　TrBMTR （3）を生理 食塩水に 溶解し ， 次 に Tris
HCI　 bufferに て pH 　7．8に 調 整 し た （図 3 ）．

pronase　P （科研化学 Ca調整済）を初 回試料の 乾

燥重量 の 1／30量 を 加え以後24時間毎 に 初回使用量

の半分量を加 えて
， 連続 72時間， 37℃ の 条件で 消

化 し た 。な お pH は 1 日数回調整 し た 。消化が終了

後 の 試料 は
，
27，000r．p．m ．35分間超遠心 した．

　遠沈上 清を72時間 Visking　cellulose 　tube で透

析 した 後，凍結乾燥 し ，
プ ロ ナ ーゼ 徹底消化さ れ

た 可溶化絨毛基底膜 （以下 TrBM 　TR （3）Pr （72）
とする） を得た．

　b）ELISA 法

　人腎由来の 腎炎惹起性糖蛋 白で ウ サ ギを免疫 し

て 得 られ た 抗血 清 （anti　 NG −GP −human ・GBM

図 4　ELISA 法 に よ る 入胎盤 由来 の 腎炎 惹 起性

　糖 蛋白物質 の 検 定

飯 岡他

ト◎

↓

トe●一

↓

k ＞
一

〉一 ・

↓　　　◎
ト蹙〉一一〉一・

↓　　　 ◎

0 ．D．　445

Ag 　l　GP −human ・TrBM

Ab ： anti 　NG −GP ・human ．
GBM 　serum

Peroxidase 　labe11ed　sheep
anti　rabbit ・lg　G 　serurn

鵜 鴫

」
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　serum 柴 田）を用 い，　 ELISA 法を行 つ て 分画 され
た 各試料の 腎炎惹起性糖蛋 白の 活性 を調 べ た （図

　 4）．

　　分画 さ れた 各試 料 を
一

定量 P・lystylene　t。b，

　（栄研） に乾燥固着させ た 後 ， 1
，
000倍希釈 した抗

血清 （anti 　NG −GP −human ・GBM 　serum ） 1ml を

加 え37℃ 1 時間反応 さ せ た．つ ぎに 1％ BSA 　Tris

　HCI 　buffer　pH 　7．8 で 3回洗浄 し た ．さ らに 1 ，000
倍 希釈 し た peroxidase ラ ベ ル 抗 ウ サ ギ lgG

，
ヒ

　ツ ジ lgG （peroxidase　labelled　sheep 　anti　rabbit 一

玉gG 　serum ）1ml加 え ， 37℃ 1時間反応 させ た e そ

　の 後 ， 上述 の bufferお よび 0．1％Triton　X を含有 ・

bufferで 洗 浄 し た ．最 後 に 基 質 と し て 0 ．

phenylene　d三amine 溶液 1ml を加 え約 10分間37℃
で 反応後 ， NaF を加 えて 反応 を 止め て 445m μ で

吸光度を測定 した．

　 c ） ゾー ン 電気泳動

　 L5 × 7× 40cm の セ ル を使用 し ， 支持体 と し て

Zeon　Resin （400× 150ML ）を用 い
， 0，05M 　borate

buffer（pH 　9．2） に よ り 4 ℃ の 条件 下 で 電気泳動

を 行 つ た ．各試料 100−− 200mg を始点部に 置 い て

150v12〜15時間電気泳動 し た ．電気泳動後ヅ ロ
ッ

ク を 2cm 毎に 切断 し ，
ガ ラ ス フ ィ ル タ ーに 移し ，

蒸留水 5ml を加 え，濾液を集め た ．

　分画 さ・れ た 各試料 は ，透析後，蛋 白量 ・糖量を

測定 し，

一
方 ELISA 法を行 つ た．

　 d） Bio　Gel−P200 カ ラ ム

　0．05M　pyridine　acetate 　buffer　pH5 ，5で 平衡化

された Bio　Gel−P200 カ ラ ム （1 ，
4 × 65cm ）を用 い

て ，流速毎時 6ml で 試料 の 分画を行つ た 。流出液
は L8m1 毎 に 分画 し

， 各分画 に つ き蛋白量 ・糖量を

測定 し又 ELISA 法 を行 つ た．

　 5）抗血清の 作製

　可溶化 させ た絨毛基底膜 （TrBM 　TR （3））を
ゾー

ソ 電気泳動を用 い て精製後，ウ サ ギ を免疫 し

て抗血 清を作製 した．試料 は 初回 に 2mg を投与

し ， 4週お よび 6週後 に boosterと して 1mg を与

えた 。投与方法 は 完全 ア ジ ュ バ ン と充分に混合 さ

せ た後 ， 初回 は 足蹠お よ び背部に各 2 ヵ所ずつ 計

4 ヵ 所，boosterは背部 2 ヵ 所に 注射し た ．8週後
に 全採血 し

， 56℃ 30分間非働化 した後 ， 血 清を分

N 工工
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離し た ．

　6）　Ouchter玉ony 法

　人腎由来 の 腎炎惹起性糖蛋 白に対する抗血 清及

び今回 作製 した実験方法 5）で 述 べ た抗血清 を用 い

て Ouchterlonyの 方法
7）

に 従い ，ゲ ル 内二 重拡 散

法を行 つ た．

　7）蛋 白含量 。糖含量 の 測定

　 ゾーン 電気泳動，カ ラ ム ク ロ V トグ ラ フ ィ
ニ等

に よ つ て 分画 され た 各分画 中の 蛋 白含量 は 0．D．

280mμ に よ り測定し た ＝ 方各分画 中 の 糖質含量

は ，glucose を 基 準 に し て Anthrone 法 8）
に ょ っ

た ．

　 8）化学組成の 決定

　試料 中の糖組成 は
，
ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー（島

津製作所 GORIA ）を 用い て 決定 した．また ア ミ ノ

酸組成 は ，
ア ミ ノ 酸自動分析装置 （日本電子 type

200A）を用い て 決定 した ．

　　　　　　　　　 成　　績

　 1．胎盤抽 出糖蛋白物 質の 収量 に つ い て

　 抽 出糖蛋白物質 の 収量 は
， 図 5 に 示 す如 く，胎

盤絨毛組織250g （湿重量）よ り出発し て得 られ た

絨毛基底膜は 20g（湿重量）で あ つ た ．さ らに ，
こ

の 絨毛基底膜20g（湿重量 ）を ト リ プ シ ン で消化 し

て 可溶化 した 結果，可溶化絨毛基底膜試料（TrBM

TR （3））は 1，100mg （乾燥重量）が得 られた ．さ

らに ， 可溶化絨毛基底膜1
，
100mg （乾燥重量）をプ

ロ ナ ーゼ で 徹底消 化 し て 得 られ た 試料 （TrBM

TR （3）Pr （72））は 220mg （乾燥重量）で あつ た ．

　 2。Zone　Electrophoresi前 こ よる胎盤抽 出物質

の 分画 パ タ ーン

　 可溶化絨毛基底膜試料（TrBM 　TR （3））を Zone

Electrophoresisを用 い て 分画 した結果 ， 図 6の ご

　と く
一つ の 対称的 な糖の ピ ー

ク が得 られ ， そ の 活

日産婦 誌35巻 6号

図 6　Zone　Electrophoresisに よ る 胎 盤 抽 出物質の 分
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図 5　人 胎盤抽出糖 蛋 白物質の 収 量

0

性は糖ピ ーク の 前半部 に特 に 高値 を認め た ．こ の

活性 の 高い 分画を集め （Fractionα と名づ ける），

ウサ ギ を免疫 し て 抗血 清を 作製 した．

　3。Bio−Gel　P200　column 　chromatography に

よ る胎盤抽 出物質 の 分画 パ タ
ーソ

　TrBM 　TR （3） を Bio−Gel　P　200　column 　chr ・

omatography を用 い て 分画 した 結果 ， 図 7 の ご と

く， 腎炎惹起性糖蛋 白活性 は ELISA 法 に よ る 0．

D ．4451nμ の 値で 標示す る と void 分画 に の み 存

在 した ．

図 7　 Bio・Gel　P200　column 　chromatography に よ る

　胎 盤 抽 出 物質 〔TrBM 　TR （3）〕の 分画パ タ
ー

ン
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図 8 　Bio−Ge1　P200　colurnn 　chromatography に よ る

　胎盤 抽出物質 〔TrBM 　TR （3）Pr （72）〕の 分画パ
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一
方 ， TrBM 　TR （3）Pr （72）に つ い て ， 分画

し た 結果 ， 図 8 の ご と く活性は 同様に void 分画に

の み ， 認め られ た ．．ゲ ル 濾過 に よ り得 られた結果

か ら ， 胎盤 由来物質が void 分画に 存 在す る結果

は
， 腎炎惹起性糖蛋 白の 性質と よ く

一
致 した ． こ

の 性質は本物質が凝集 しやす い た め と考え られて

い るが
， 今回 t

’
我 々 が胎盤 よ り抽 出 した糖蛋 白物

質 も同様 の 性 質を有する こ とが判明 した．

　4．　Ouchter翼ony 法

　今回 ， 我々 が胎盤 よ り抽 出 した物質 ならび に人

腎由来 の 腎炎惹起性糖蛋 白の 各 々 に 対す る両 抗血

831

清を作製 して ，　Ouchterlony方法に した がつ て
，
二

重拡散法 を施 行 し た と こ ろ 図 9 の ご と くで あつ

た e

　 我 々 が今 回胎盤 よ り抽出 した物 質 （TrBM 　TR

（3）Pr （72））と人腎由来の 腎炎惹起性糖蛋白との

両物質 の 間 に唯
一

本 の 完全 に 融合す る共通の 沈降

線が形成 された ．

　 こ の 結果 か ら胎盤 よ り抽出 した物質は人腎由来

の 腎炎惹起性糖蛋 白 と免疫学的に 同一物質で あ る

こ とが 確認 され た．

　 5．胎盤抽 出物質の 化学組成 に つ い て

　今回 我 々 が 胎 盤 よ り抽 出 し た 物質 の うち
，

TrBM 　TR （3）Pr （72）の試料 に つ い て糖組成 お

よ び ア ミ ノ 酸組成に つ い て 分析を行 つ た ，

　その 結果 ， 表 1の ご とく糖組成で は glucose を

多 く含む こ と が 判 明 し ， glucose ： galactose ：

mannose の 比 e：1．OO ：0．74 ：1．00で あ つ た。ま

た ， ア ミ ノ 酸組成 で は 表 2 の ご と く hydroxy・

proline　hydroxylysine等 の コ ラ ーゲ ソ 成分 を欠

くこ とが判明 し た ．腎炎 惹起 性糖蛋 自は glucose
を主体 としtc　non 　collagenous な物質で ある こ と

が判明 して い るが 15）
， 今回我 々 が胎盤 よ り抽 出 し

た 物質 もその 化学組成が よ く一致 し ， 腎由来 の 腎

炎惹起性糖蛋 白と同様 の 構造を もつ 糖蛋 白で ある

と考 え られ る．

　　　　　　　　　考　　察

　妊娠中毒症の 病因 に つ い て は
， 従来よ りさ まざ

図 9　0uchterlony法 に よ る人 胎 盤 由 来腎炎惹起性 物質 の 証 明

Center　Well：Anti　NG −GP・Human −GBM 　Serum，　NG ・GP −Human ・GBM ＝人腎由

　来 の 腎炎惹 起性糖蛋白．GP −Human ・TrBM ； 胎 盤 よ り抽出 した物質

　　　　　　　GP ・Hurnan−Tr8M 　　　 NG −GP −Human −GBM
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Anti　 GP −Human ・
−
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　 　 表 1

tt．BIIi、llEllll｝pr（72、

人胎盤由来 の 腎炎惹起性 糖蛋白に つ い て

Monosaccharide　composition 　ratio

　
　

GI。，。、凋 痂 ・e

．
M … se

　　　　　　　 巳
o。 」一 生

7
弖　　

1 ！一」
＊Est量mated 　by　gas −liquid　partition　chromatography

表 2　 Amino 　 acid 　composition

日産婦 誌35巻 6 号

驃
Ami 。，

　
aciヨ

ー
T

　 Glycine
　 Alanine

　 Valine

　 Leucine

　 ISoleucine

　 Proline

　 Phenyla玉anine

　 Tyrosine

　 Threonine

　 Serine

　 Cysteic　acid

　 Cystein

　 Methi（mine

欝

L総 ⊥
snot

　detectable

t
TrBM 　TR   Pぎ 〔72｝

17、588

，635
．727
，013
，856

．522
、51Trace5

．586

，722

，88
一窒

2．142

．334
．6311
．2512
．62

一

ま の 学説があ り現在 ま で に結論され る に は 至 つ て

い な い ．単独 な病 因か ら妊娠中毒症 の す べ て の 病

態を，説明する こ と は 困難で あ り ， 複数 の 原 因が
，

その 病態の 基礎 とな つ て い る と考え られ て い る．

すで に 妊娠中毒症 の 病因論の うち ， 胎盤 に起源す

る物質に よつ て妊娠中毒症が発症す る こ とが 古 く

か ら報告され て ぎて い る
3）9｝．一方，妊娠中毒症 の

主病変は 腎臓 に あ る こ とが多 く，そ の こ とか らも

胎盤 由来 の 物質が腎病変の 原 因 となつ て い る可 能

性を示唆す る研究 も報 告され て い る
’）2）軌

　今回 ， 我 々 が胎盤 よ り抽 出精製 した 物質は ， 人

腎 由来の 腎炎惹起性糖蛋 白と同様 に そ の 本体が糖

蛋 白で あ り， ま た そ の 化学組成 も腎由来の 腎炎惹

起性糖蛋白と よ く
一

致し た ．さ ら に 糖組成 で は グ

ル コ
ーk を 多く含有 し，また ア ミ ノ酸組成で は コ

ラ
ーゲ ン 成 分を欠い て い る の がその 特長で あ る．

Ouchterlonyの 方法 に よ るゲ ル 内二 重拡散法で ，

人腎 由来 の 腎炎惹起性糖蛋白 と， 完全に 融合す る

単
一

の 共通 の 沈降線を形成 し た ．

　以上 の 点か ら腎由来 の 腎炎惹起性糖蛋 白と同様

の 物質で ある こ とが確認 され た ．腎疾患等の 合併

が あ る とき， 重症型の 妊娠 中毒症 を発症しやす い

こ とが知 られて い るが
， 妊娠維持に 必 要な胎盤 が

腎炎惹起性糖蛋白の 供給源 とな り ， すで に 存在す

る腎病変を悪化 させ る要因 とな る可能性が充分に

考え られ る，また腎疾患の 合併がな くとも，子宮

胎盤血 流量減少等に よ り，また絨毛 の 老化や変性

を もた らした場合
5）

， 腎炎惹起性糖蛋 白が絨毛 よ

り遊離放 出されて ，腎に 障害を ひ きお こ し
， 妊娠

中毒症 の 発症 の 要因を な し て い る こ とも考 えられ

る b 一方腎炎惹起性糖蛋 白は
， 肺 ， 大動脈 肝等

の 他臓器 に も広 く分布 し
11 ）

， 腎 の み な らず，広 くこ

れ らの 臓器 の 細小血管 の 基底膜の 病変 もひ きお こ

す と考 えられ て い る
4 ＞。妊娠中毒症で は ， 腎以外に

胎盤 に も著明な病変が存在す るが
，

こ の 胎盤病変

像に も腎炎惹起性糖蛋白が関与 し て い る可能性が

ある ．

　 さ らに 腎炎惹起性糖蛋 白は
，
S ．LE ．

， 膜性腎炎

等 腎疾 患を もつ 患者 の 尿中 に 多量 に 摎離 され・

また そ の 排泄量が腎障害の 病像の 重症度 とほ ぼ比

例す る こ とが明 ら か に され て い る
Is ）L4 ｝．し た が つ

て 妊娠中毒症 の 予防の 面で 将来 ， 腎疾患を合併 し

た 妊娠中毒症患者の 場合，尿中 の 本物質の 担雕 量

を調 べ る こ とで ， そ の 腎障害の 程度 ， 予後等を判

断する こ とがで ぎる もの と考え られ る．ま た 腎疾

患 の 合併の な い 妊婦 の 場合 で も，腎炎惹起性糖蛋

白の 尿中排泄量 の 推移 をみ る こ とで ， 妊娠中毒症

発症 の 予知，治療 の 有効度 ， 予 後等を判断す る
一

つ の 指標に な り得 る可能性が ある と考 え られる ．
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